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神経筋システムの発生に必須な分子であるcollagen XXVの発現が骨格筋でどのように制御され、運動ニューロンとのコンタクトを誘導
するのか、神経発生学的に重要なステップの解明が期待される。また、collagen XXVの変異がもたらす脳神経疾患についても、機序解
明に本実験系を応用することで、疾患研究への寄与も考えられる。

岩坪　威 東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野
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成果公開有償利用

Collagen XXV/CLAC-Pの神経筋発生における機能解明

FACS Aria II セルソーター

生後7~14日齢のC57BL/6マウスの後肢筋より、CD34、α7 integrin等の筋衛星細胞得的マーカーに対する抗体を用い、筋衛星細胞を
ソーティングした。得られた細胞を培養し、筋管（myotube）へ分化誘導した。Collagen XXV発現制御に関わるシグナルの同定を行うた
め、筋興奮の下流シグナルをmodulateする化合物の投与を行い、collagen XXVの発現変化をqRT-PCRにより解析した。また、脊髄
explantとの共培養により、運動ニューロン軸索末端とmyotubeとの結合が生じることを、細胞免疫染色により示した。
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